
 

1 

 

  

令和７年度 練馬区立学校の適正規模・適正配置検討委員会（第１回） 

 

開催日時 令和７年７月２日（水）10時～11時 

開催場所 練馬区役所本庁舎12階 教育委員会室 

出席委員 12名 

欠席委員 １名 

次 第 

１ 開  会 

２ 委員委嘱 

３ 委員紹介 

４ 案  件 

⑴ 適正規模・適正配置検討委員会の設置と検討経過 

⑵ 区立学校適正配置第二次実施計画（素案）に係る説明会等の実施状況 

⑶ その他 

■ 要点記録 

⑴ 適正規模・適正配置検討委員会の設置と検討経過 

事務局 （資料説明） 

○ 令和６年度に検討委員会からいただいた答申を受け、令和７年３月に実施計

画を策定する予定であったが、素案の公表以降、様々な意見をいただいている

状況である。そのため、策定を延期し、現在も計画素案の内容にご理解をいた

だくため説明を継続している。 

○ 今年度は、答申をいただく予定はないが、事務局から報告する事項に対して

意見をいただきたい。 

⑵ 区立学校適正配置第二次実施計画（素案）に係る説明会等の実施状況 

事務局 （資料説明） 

委員 ○ 会議を非公開とすると、きちんと議論されているのか該当の地域に疑問を持

たれ、我々委員にとっても不本意である。できる限りオープンに検討すること

を検討してほしい。 

○ 過小規模校が増え、統合・再編が避けられないことは地域も理解している。

地域における学校の役割や、その地域を選んだ保護者の様々な事情があるので、

より多くの意見を聞くよう配慮してほしい。 

○ 特に小学校は過大規模校も多いが、対応は検討しているのか。 

事務局 ○ 検討内容が非常に繊細であるため、委員の発言に十分に配慮する必要がある

と考えている。当初は、会議資料や要点記録を公表していなかったが、現在は

区ホームページでも公開している。 
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委員長 ○ 委員への配慮を過度に持ちすぎたという反省はある。検討委員会での議論に

疑念を持たれることは事務局としても不本意である。公開できるところはして

いきたい。 

事務局 ○ 意見の聞き取りについては、これまで説明会の開催のほか、個人面談やオー

プンハウスの開催、ご要望があれば個別の場を設けるなど、より多くのご意見

を聞くよう努めてきた。いただいた意見を踏まえて検討し、計画策定に向けて

進めていきたい。 

○ 過大規模校へは、通学区域の変更等での対応となる。 

委員 ○ このような委員会は、どうしても机上の議論になりがちである。個別の学校

について具体的な議論するのであれば、現場の人の声を聴ける環境を作ってほ

しい。 

事務局 ○ 検討委員会では、基本的に全体のスキームについて意見をいただきたい。そ

の意見を踏まえて、個別の学校について、計画を立て、保護者や地域に説明を

していくのは教育委員会事務局の役割であると考えている。 

○ 保護者や地域からいただいた意見については、区の考え方や計画案とともに

検討委員会にもお示しする予定であり、それを踏まえて意見をいただきたい。 

委員 ○ 一定の議論がされたのちに会議資料等を公開することに賛同する。 

○ 検討委員会での議論は、策定した方針や計画に沿って行うべきだと思う。地

域の意見をどこまで聞くかは非常に難しい問題。 

○ 以前にいた自治体でも統合・再編があり、通学路の安全確保が課題となった。

その自治体では、地域住民や保護者に協力を依頼し、地域全体で子どもたちを

守っていく方向で進めていた。 

○ 子どもにとってより良い教育環境の実現には、一定程度の規模が必要で、区

の方針や統合には賛成である。ただ、地域住民や保護者への配慮は十分に必要。 

事務局 ○ 計画策定後には、地域や保護者とも協力しながら安全確保に努めていきたい。 

委員 ○ 通学路の安全点検を実施し、道路の整備や街灯の設置などハード面でも対応

していることが伝われば理解いただけるのではないか。 

委員 ○ 本日はこれまでの経過を説明いただいた。次回は計画案をお示しいただける

のか。今後の見通しを知りたい。 

事務局 ○ 資料にある実施計画素案は、昨年12月に公表し説明を行ってきた。次回以降

の検討委員会で、いただいた意見と区の考え方、また意見を踏まえた計画案を

お示ししたい。 

委員 ○ すでに地域や保護者には、パブリックコメントをはじめとして、説明会や 

オープンハウスの開催など行ってきた。今後はどのように進める予定か。 

事務局 ○ 今後はいただいた意見を集約し、区の考え方とともに計画案をお示ししたい。 
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事務局 ○ 豊渓中学校の計画については、陳情が出されている。今後の進め方には、区

議会での判断も影響するため、現段階で具体的な時期を示すのは難しいが、来

年度の入学にも影響してくるため、先延ばしにはできないと考えている。 

委員 ○ ある程度の期限を決めた中で結論を出す必要がある。 

○ 計画素案の内容には賛成である。とくに、「適正配置の進め方」の項目は重要。

可能であれば「より良い学びの環境の実現に向けて」というキーワードを入れ

てほしい。 

委員 ○ 賛成である。 

事務局 ○ 検討させていただく。 

 


